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Ⅰ新技術の解説

１要旨

シュンギク生産上の労働の多くは収穫～袋詰め作業であるが、機械等による省力化は困難である。そ
こで、長期間、高品質（太さ）を維持しながら収穫～袋詰め作業を省力化できる技術を開発した。

(1) 従来15cm×15cmだったシュンギクの栽植密度を20cm×20cmと粗植にして、仕立て方法を４本仕
立てに制限することにより、単価の高いＡＬ規格の収量が多くなり（図１）、収穫～袋詰め作業を従
来の約70％に省力化できる（表１）。

(2) 作業時間1時間当たりの販売金額（販売金額／作業時間）は、従来の約140％に増加する（表２）。

２期待される効果

省力化による栽培面積の拡大、高品質化による有利販売が期待される。

３適用範囲

県内全域

４普及上の留意点

株立ち系品種を用いる。
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